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概要
Nexus Dashboard Orchestratorのこのリリース（旧称Multi-Site Orchestrator）は、Cisco Nexus
Dashboardのサービスとして導入する必要があります。以前サポートされていた VMware ESX
仮想アプライアンスおよび Cisco Application Services Engineフォームファクタは廃止されまし
た。

ここでは、Cisco Multi-Site Orchestratorの以前のリリースを Nexus Dashboardプラットフォーム
の Nexus Dashboard Orchestratorに移行する方法について説明します。

すでに Nexus Dashboardを導入している場合は、代わりに NDOサービスのアップグレードま
たはダウングレードに記載されている手順に従います。

移行ワークフロー

次のリストに、移行プロセスの概要と実行する必要があるタスクの順序を示します。

NDO固有の手順を示すビデオは、Nexus Dashboardの「MSO 3.1からMSO 3.3への移行」で参
照できます。このビデオは、NexusDashboardの導入やクラウドAPICサイトのアップグレード
など、この章に記載されている要件と手順の完全なリストを置き換えるものではありません。
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•既存のMulti-Site Orchestrator設定をバックアップし、既存のMulti-Site Orchestratorクラス
タを切断または停止します。

既存のクラスタをアップグレードするのではなく、新しい Nexus Dashboardクラスタを展
開する場合は、新しい Nexus Dashboard Orchestratorサービスが展開され、設定が復元され
るまで、既存のMulti-Site Orchestratorクラスタを保持することをお勧めします。

•物理的、仮想的、またはクラウドのフォームファクタを使用して Nexus Dashboardクラス
タを展開します。

•（オプション）サービスの共同ホスティングに必要な場合は、追加のノードで Nexus
Dashboardクラスタを設定します。

•（オプション）既存のMulti-SiteOrchestratorの導入で必要な場合は、NexusDashboardでリ
モート認証サーバを設定します。

• Multi-Site Orchestratorから Nexus Dashboardに現在管理している APIC、クラウド APIC、
または DCNMサイトをオンボードします。

• Nexus Dashboardに Nexus Dashboard Orchestratorサービスをインストールします。

• Nexus Dashboardにインストールされた新しいNDOサービスの設定バックアップを復元し
ます。

•クラウドサイトをクラウドAPICリリース 5.2(x) に一度に 1サイトずつアップグレードし
ます。

サイトのクラウドAPICをアップグレードしてから、そのサイトのCSRをアップグレード
し、追加のサイトごとに手順を繰り返します。

• Nexus Dashboard Orchestratorのインフラ設定を更新します。

前提条件とガイドライン
新しいプラットフォームは、クラスタリングとインフラストラクチャ、サイト管理、および

ユーザ管理の実装方法が大きく異なるため、移行プロセスでは、新しいNexusDashboardプラッ
トフォームの並行展開と、既存のMulti-SiteOrchestrator（MSO）クラスタから現在の設定デー
タベースへの手動による転送を含みます。

既存のクラスタを Nexus Dashboardに移行する前に:

• Nexus Dashboard Orchestratorサービスリリース 3.2(x)で既存の物理Nexus Dashboardクラス
タがある場合は、この章をスキップし、『Cisco Nexus Dashboard Deployment Guide』の
「Upgrading」の章の説明に従ってクラスタをアップグレードしてから、Nexus Dashboard
Orchestratorのアップグレードで説明されているように Nexus Dashboard Orchestratorサー
ビスをアップグレードできます。
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リリース 3.2(1)は、オンボーディングクラウドサイト
をサポートしていませんでした。アップグレード後に

Cloud APICサイトを追加する場合は、それらのサイト
で Cloud APICリリース 5.2(1)以降を実行していること
を確認します。

（注）

•最初に、『Cisco Nexus Dashboard Deployment Guide』およびこのマニュアルの章で説明さ
れている Nexus Dashboardプラットフォームおよび全体的な導入の概要とガイドラインを
理解することをお勧めします。Nexus Dashboard Orchestratorの展開

•現在のMulti-Site Orchestratorクラスタが正常であることを確認します。

既存の設定のバックアップを作成し、Nexusダッシュボードで新しく導入した NDOサー
ビスにインポートします。

クラスタが正常であり、クラウドとオンプレミスサイト間の既存の IPsecサイト間接続が
稼働していることを確認します。

•オンプレミスサイトがCiscoAPICリリース4.2(4)以降を実行していることを確認します。

サイト管理は、Multi-Site Orchestrator UIから、リリース 4.2(4)以降をサポートする Nexus
Dashboard共通サイト管理に移動しました。ファブリックのアップグレードの詳細につい
ては、『Cisco APIC Installation、Upgrade、and Downgrade Guide』を参照してください。

•クラウドサイトが Cisco Cloud APICリリース 5.1(1)を実行していることを確認します。

サイト管理は、Multi-Site Orchestrator UIから Nexus Dashboard共通サイト管理に移行しま
した。これは、オンボーディングクラウドサイトリリース5.1(1)以降をサポートします。
ファブリックのアップグレードの詳細については、『Cisco APIC Installation、Upgrade、

and Downgrade Guide』を参照してください。

ただし、NexusDashboardOrchestratorを 3.3(1)リリース
に移行する前に、最新の Cloud APIC 5.2(1)リリースに
アップグレードしないでください。クラウドサイトで

CloudAPIC4.xまたは 5.0(x)リリースを実行している場
合は、この章の手順に従う前にCloudAPIC5.1(x)リリー
スにアップグレードする必要があります。

（注）

• Cisco Cloud APICサイトを管理する場合は、クラウドサイトを Cloud APICリリース 5.2(1)
以降にアップグレードする前に、Nexus Dashboard Orchestratorリリース 3.3(1)を展開し、
既存の設定をインポートしてください。

リリース 3.3への NDOの移行が完了したら、すべてのクラウドサイトを Cloud APICリ
リース 5.2(1)にアップグレードする必要があります。

•リリース 3.3(1)より前のリリースへのダウングレードはサポートされていません。
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以前のリリースにダウングレードする場合は、以前のリリースでサポートされているプ

ラットフォームに新しい Nexus Dashboard Orchestratorクラスタを展開してから、古い設定
のバックアップを復元する必要があります。リリース 3.3(1)以降で作成されたバックアッ
プを古い NDOクラスタに復元することはサポートされていません。

Nexus Dashboard Orchestratorの以前のリリースにダウングレードする場合は、すべてのク
ラウド APICサイトをリリース 5.2(1)より前のリリースにダウングレードする必要もあり
ます。

既存のクラスタ設定のバックアップ
移行プロセスには、既存のMulti-Site Orchestratorクラスタから現在の設定のバックアップを作
成し、Nexus Dashboardで実行されている新しい Nexus Dashboard Orchestratorサービスに復元
することが含まれます。

ここでは、既存のクラスタ設定をバックアップする方法について説明します。

始める前に

完了するには次が必要です。

•概要（1ページ）で説明されている移行ワークフローの順序を理解していること。

•前提条件とガイドライン（2ページ）で説明されている一般的な前提条件をレビュー
し、完了します。

ステップ 1 既存のMulti-Site Orchestratorにログインします。

ステップ 2 既存の展開設定をバックアップします。
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a) 左側のナビゲーションウィンドウで、[管理 ([Operation])] > [バックアップと復元 (Backups & Restore)]
を選択します。

b) メインウィンドウで、[新規バックアップ (New Backup)]をクリックします。

[新規バックアップ (New Backup)]ウィンドウが開きます。

c) [名前 (Name)]フィールドに、バックアップファイルの名前を入力します。

名前には、最大 10文字の英数字を使用できますが、スペースまたはアンダースコア (_)は使用できま
せん。

d) [場所のバックアップ（Backup Location)]用に [ローカル（Local）]を選択します。
e) [保存（Save）]をクリックして、バックアップを作成します。

ステップ 3 既存の Orchestratorからバックアップファイルをダウンロードします。

リモートロケーションを使用してバックアップを作成した場合は、この手順をスキップできます。

メインウィンドウで、バックアップの隣のアクション ( )アイコンをクリックし、[ダウンロード
(Download)]を選択します。これにより、バックアップファイルがシステムにダウンロードされます。
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新規クラスタの準備
ここでは、Nexus Dashboard Orchestratorサービスをインストールするための Nexus Dashboard
クラスタの準備方法について説明します。

これには、Nexus Dashboardクラスタの適切なフォームファクタの選択と展開、およびクラス
タから Nexus Dashboard Orchestratorで管理する予定の各サイトへのネットワーク接続の確立が
含まれます。

始める前に

完了するには次が必要です。

•以下で説明されている移行ワークフローの順序を理解していること。概要（1ページ）

•前提条件とガイドライン（2ページ）で説明されている一般的な前提条件をレビュー
し、完了すること。

•既存のクラスタ設定のバックアップ（4ページ）の説明に従い既存の設定をバックアッ
プすること。

ステップ 1 Nexus Dashboardリリース 2.0.2h以降のクラスタを展開し、ファブリック接続を設定します。

NexusDashboardを展開またはアップグレードする方法は、既存のクラスタの展開タイプによって異なりま
す。

• Multi-Site Orchestratorサービスを備えた既存の仮想 Cisco Application Services Engineクラスタがある場
合は、『Cisco Nexus Dashboard Deployment Guide』の説明に従って、新しい仮想またはクラウドNexus
Dashboardクラスタを展開する必要があります。

また、既存のクラスタを削除する前に、移行プロセス全体を完了することをお勧めします。

• Multi-Site Orchestratorサービスリリース 3.1(x)で既存の物理 Cisco Application Services Engineクラスタ
がある場合は、既存のサービスをアンインストールしてから、「アップグレード」の章の説明に従っ

てクラスタを Nexus Dashboardリリース 2.0.2hにアップグレードする必要があります。『Cisco Nexus
Dashboard Deployment Guide』を参照してください。

• Nexus Dashboard Orchestratorサービスリリース 3.2(x)で既存の物理Nexus Dashboardクラスタがある場
合は、『Cisco Nexus Dashboard Deployment Guide』の「Upgrading」の章の説明に従ってクラスタをアッ
プグレードし、NexusDashboardOrchestratorのアップグレードに説明されているようにNexusDashboard
Orchestratorサービスをアップグレードできます。この章の残りの部分は省略してください。

リリース 3.2(1)は、オンボーディングクラウドサイトをサポートしていませんでした。アッ
プグレード後に Cloud APICサイトを追加する場合は、それらのサイトで Cloud APICリリー
ス 5.2(1)以降を実行していることを確認します。

（注）

ステップ 2 NexusDashboardクラスタが、ファブリックのサイズとアプリケーションの数に基づいて適切にスケーリン
グされていることを確認します。

Nexus Dashboardへの既存のクラスタの移行
6

Nexus Dashboardへの既存のクラスタの移行

新規クラスタの準備

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/2x/deployment/cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-2x.html


NexusDashboardの仮想またはクラウドフォームファクタを展開した場合、サポートされるアプリケーショ
ンは Nexus Dashboard Orchestratorのみであり、基本 3ノードクラスタで十分なので、この手順は省略でき
ます。

物理的な Nexus Dashboardクラスタを導入し、Nexus Dashboard Orchestratorがホストする予定の唯一のアプ
リケーションである場合は、基本 3ノードクラスタで十分であるため、この手順は省略できます。

ただし、物理的なNexusDashboardクラスタを展開し、複数のアプリケーションを共同ホストする場合は、
CiscoNexusDashboardキャパシティプランニングツールを使用して、特定の使用例に必要なクラスタサイ
ズを決定します。必要なすべてのサービスをサポートするためにクラスタを拡張する必要がある場合は、

追加のワーカーノードの展開について、『Cisco Nexus Dashboard User Guide』を参照してください。

ステップ 3 Nexus Dashboardに NDOサービスをインストールします。

この手順の詳細は、Nexus Dashboard Orchestratorの展開の章で説明します。

ステップ 4 すべてのサイトを Nexus Dashboardにオンボードします。

サイト管理は、Multi-Site Orchestrator UIからNexus Dashboardの共通サイト管理に移動しました。したがっ
て、既存の設定を新しいクラスタに移行する前に、元のMulti-Site Orchestratorクラスタでオンボードされ
たときにサイトに割り当てられていた同じ名前を使用して、同じサイトをNexusDashboardGUIにオンボー
ドする必要があります。サイトの追加と削除で説明されています。現在の展開に存在するサイトが Nexus
Dashboardに存在しない場合（または別の名前で存在する場合）、移行中の設定の復元は、Pre-restore

check failedというエラーメッセージで失敗します。

Nexus Dashboardにサイトを追加した後は、NDOサービスでそれらを管理対象に設定しないでくだ
さい。バックアップから設定を復元すると、サイトの管理が自動的に有効になります。

（注）

サイトの追加:

a) 左のナビゲーションメニューから [サイト（Sites）]を選択します。

b) メインペインの右上にある [アクション（Actions)] > [サイトの追加（Add Site）]をクリックします。

ACIサイトを追加する場合は、次の情報を入力します。
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a) [サイトタイプ（Site Type）]で、追加する ACIファブリックのタイプに応じて [ACI]または [Cloud
ACI]を選択します。

b) コントローラの情報を入力します。

ACIファブリックを現在管理している APICコントローラ用の [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP
Address）]、[ユーザ名（User Name）]、および [パスワード（Password）]を入力する必要がありま
す。NDOがホストする予定の唯一のアプリケーションである場合は、オンプレミス APICのインバン
ドアドレスまたは out-of-bandアドレスを指定できます。ただし、Nexus Insightsなどの他のアプリケー
ションをホストする場合は、インバンドアドレスを指定する必要があります。

このアドレスは、NexusDashboardのデータインターフェイスから到達可能である必要があり
ます。

（注）

Cisco APICによって管理されるオンプレミス ACIサイトの場合、このサイトを Nexus Insightsなどの
Day-2Operationsアプリケーションで使用する場合は、NexusDashboardを追加しているファブリックに
接続するために使用するインバンドEPG名も指定する必要があります。それ以外の場合、このサイト
を Nexus Dashboard Orchestratorでのみ使用する場合は、このフィールドを空白のままにすることがで
きます。

c) [追加（Add）]をクリックして、サイトの追加を終了します。

この時点で、サイトはNexusDashboardで使用できるようになりますが、次の手順で説明するように、
Nexus Dashboard Orchestratorの管理用にそれらのサイトを有効にする必要があります。

DCNMサイトを追加する場合は、次の情報を入力します。
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a) [サイトタイプ（Site Type）]で、[DCNM]を選択します。

b) DCNMコントローラ情報を入力します。

インバンド（eth2）インターフェイスの[ホスト名/ IPアドレス]、[ユーザ名]、および [パスワード]を
入力する必要があります。現在 DCNMファブリックを管理している DCNMコントローラ用です。

c) [サイトの選択（Select Sites）]をクリックして、DCNMコントローラによって管理される特定のファ
ブリックを選択します。

開いたファブリック選択ウィンドウで、既存のマルチサイト展開で管理している1つ以上のファブリッ
クをオンにし、[選択（Select）]をクリックします。

既存のマルチサイト展開からすべてのサイトを追加するには、この手順を繰り返します。

ステップ 5 Multi-Site Orchestratorで設定したリモート認証サーバを Nexus Dashboardに追加します。

ユーザ管理は、Multi-Site Orchestrator UIから Nexus Dashboardの共通ユーザ管理に移行しました。そのた
め、『Cisco Nexus Dashboard User Guide』の説明に従って、同じリモートユーザと認証サーバを Nexus
Dashboardに追加する必要があります。

以前にMulti-Site Orchestratorで直接設定したローカルユーザは、既存の設定バックアップをインポートす
ると、Nexus Dashboardに自動的に追加されます。

新しいクラスタでの設定の復元
ここでは、以前の設定を復元するために使用する新しいNexusDashboardクラスタとNDOサー
ビスを展開して設定する方法について説明します。
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始める前に

完了するには次が必要です。

•既存のクラスタ設定のバックアップ（4ページ）の説明に従って既存の設定をバック
アップすること。

•新規クラスタの準備（6ページ）の説明に従って、Nexus Dashboardクラスタを展開し、
Nexus Dashboard Orchestratorサービスをインストールすること。

ステップ 1 既存のMulti-Site Orchestratorクラスタを切断します。

移行中にクラウドAPICサイトと通信しないように、既存のMulti-Site Orchestratorクラスタを切断または
停止する必要があります。

既存のクラスタをアップグレードするのではなく、新しいNexusDashboardクラスタを展開した場合は、
新しいクラスタが展開されて設定が復元されるまで、既存のMulti-Site Orchestratorクラスタを保持する
ことをお勧めします。

ステップ 2 新しい Nexus Dashboardクラスタが稼働中であり、NDOサービスがインストールされていることを確認
します。

NDOサービスは、サイトまたはポリシーの設定が変更されていない新規インストールである必要があり
ます。

ステップ 3 Nexus Dashboard GUIにログインします。

ステップ 4 すべてのサイトが Nexus Dashboardにオンボードされていることを確認します。

バックアップを復元すると、NDOはバックアップ内のすべてのサイトが、一致するサイト名とタイプで
Nexus Dashboardに存在することを検証します。検証が失敗した場合、たとえば、Nexus Dashboardでサ
イトがオンボードされていない場合、設定の復元は失敗し、再試行する前にサイトをオンボードする必

要があります。オンボーディングサイトについては、Cisco ACIサイトの追加および Cisco DCNMサイ
トの追加を参照してください。

ステップ 5 新しい Nexus Dashboard Orchestratorサービスを開きます。

ステップ 6 設定バックアップ用のリモートロケーションを追加します。

リリース 3.4(1)以降、Nexus Dashboard Orchestratorは、クラスタのローカルディスクに保存されている
設定のバックアップのサポート対象外になりました。したがって、移行前に保存したバックアップをイ

ンポートする前に、Nexus Dashboard Orchestratorでリモートロケーションを設定し、そこに設定バック
アップをインポートする必要があります。

a) 左側のナビゲーションペインで、[管理 ([Operation])] > [リモートロケーション (Remote Locations)]
を選択します。

b) メインウィンドウの右上隅で、[リモートロケーションの追加 (Add Remote Location)]をクリックし
ます。

[新規リモートロケーションの追加 (Add New Remote Location)]画面が表示されます。

c) リモートロケーションの名前と説明 (任意)を入力します。

Nexus Dashboardへの既存のクラスタの移行
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現在、2つのプロトコルが設定バックアップのリモートエクスポートに対してサポートされていま
す。

• SCP

• SFTP

SCPはWindows以外のサーバでのみサポートされます。リモートロケーションがWindows
サーバの場合は、SFTPプロトコルを使用する必要があります。

（注）

d) リモートサーバのホスト名または IPアドレスを指定します。

[プロトコル (Protocol)]セクションに基づいて、指定するサーバーでは SCPまたは SFTP接続を許可す

る必要があります。

e) バックアップを保証するリモートサーバーのディレクトリにフルパスを指定します。

パスの先頭にはスラッシュ (/)文字を使用し、ピリオド (.)とバックスラッシュ (\)を含むことはでき
ません。たとえば、/backups/ndoです。

ディレクトリは、リモートサーバにすでに存在しなければなりません。（注）

f) リモートサーバに接続するために使用するポートを指定します。

デフォルトで、ポートは 22に設定されます。

g) リモートサーバに接続するときに使用される認証タイプを指定します。

次の 2つの認証方式のうちの 1つを使用して設定できます。

• パスワード—リモートサーバにログインするために使用されるユーザ名とパスワードを指定しま
す。

• SSH プライベート ファイル—ユーザ名とリモートサーバにログインするために使用されるSSHキー/
パスフレーズのペアを指定します。

h) [保存 (Save)]を使用して、リモートサーバを追加します。

ステップ 7 新しい Nexus Dashboard Orchestratorクラスタにバックアップファイルをインポートします。

a) 左側のナビゲーションウィンドウで、[管理 ([Operation])]> [バックアップと復元 (Backups & Restore)]
を選択します。

b) メインペインで、[アップロード（Upload）]をクリックします。

c) 開いた [ファイルからのインポート (Import from file)]ウィンドウで、[ファイルを選択 (Select File)]
を選択して、インポートするバックアップファイルを選択します。

バックアップのロードポートは、[バックアップ (Backups)]ページに表示されたバックアップのリス
トにそれを追加します。

d) [リモートロケーション (Remote location)]ドロップダウンメニューから、リモートロケーションを
選択します。

e) (オプション)リモートロケーションのパスを更新します。
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リモートバックアップのロケーションを作成するときに設定したリモートサーバ上のターゲット

ディレクトリが、[リモートパス (Remote Path)]フィールドに表示されます。

パスにはサブディレクトリを追加することができます。ただし、ディレクトリはデフォルトの設定

済みパスの下にある必要があり、すでにリモートサーバで作成されている必要があります。

f) [アップロード（Upload）]をクリックして、ファイルをインポートします。

バックアップのインポートは、[バックアップ (Backups)]ページに表示されたバックアップのリスト
にそれを追加します。

バックアップは NDO UIに表示されますが、リモートサーバにのみ存在することに注意してくださ
い。

ステップ 8 設定を復元します。

a) メインウィンドウで、復元するバックアップの隣のアクション (…))アイコンをクリックし、[この
バックアップにロールバック (Rollback to this backup)]を選択します。

b) [はい (Yes)]をクリックして、選択したバックアップを復元することを確認します。

設定が復元されると、以前Multi-Site Orchestratorで管理され、Nexus Dashboardにオンボードされて
いたサイトは、GUIで NDO管理が有効になります。設定のバックアップに Nexus Dashboardにオン
ボードされていないサイトが含まれている場合、バックアップの復元は[復元の事前チェックが失敗しまし

た（Pre-restore check failed）]エラーで失敗し、欠落しているサイトをオンボードした後に手順を

繰り返す必要があります。

設定をインポートして復元すると、いくつかのサービスが再起動されます。

ステップ 9 パスワードを更新します。

CSDL（Cisco Secure Development Lifecycle）の要件により、設定の復元が完了した後に [管理者（admin）]

ユーザパスワードを更新する必要があります。

ステップ 10 バックアップが正常に復元され、すべてのオブジェクトと設定が存在することを確認します。

a) [サイト（Sites）]ページで、すべてのサイトが [管理対象（Managed）]としてリストされていることを

確認します。
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b) [テナント（Tenants）]および [スキーマ（Schemas）]ページで、以前のMulti-Site Orchestratorクラ
スタのすべてのテナントとスキーマが存在することを確認します。

c) [インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラ設定（Infra Configuration）] > [インフラの構
成（Configure Infra）]の順に移動し、サイト間接続が変更されていないことを確認します。

[接続の概要（Connectivity Overview）]画面で、既存の /30トンネルが稼働しており、接続が中断さ

れていないことを確認します。

[全般設定（General Settings）]画面で、クラウド APICで以前に設定した外部サブネットプールが
クラウドサイトからインポートされていることを確認します。
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これらのサブネットは、以前の Nexus Dashboard Orchestratorリリースでサイト間接続用にクラウド
APICで以前に設定した、オンプレミス接続に使用されるクラウドルータの IPsecトンネルインター
フェイスとループバックに対処するために使用されます。

次の項で説明するように、クラウドサイトがクラウド APICリリース 5.2(1)にアップグレード
されるまで、この段階で変更を加えたり、設定を展開したりしないでください。

（注）

クラウドサイトのアップグレード
Nexus Dashboard Orchestratorを 3.3(1)以降のリリースに移行した後、NDOによって管理される
クラウド APICサイトをリリース 5.2(1)にアップグレードする必要があります。既存のサイト
間接続はそのまま残りますが、リリース 5.2(1)より前のリリースのクラウド APICを実行して
いるサイトに対して、クラウドサイトのインフラ設定を変更または展開することはできませ

ん。

始める前に

完了するには次が必要です。

•新規クラスタの準備（6ページ）の説明に従って、Nexus Dashboardクラスタを展開し、
Nexus Dashboard Orchestratorサービスをインストールしました。

•新しいクラスタでの設定の復元（9ページ）の説明に従って、既存の設定のバックアッ
プを新しいクラスタに復元します。

ステップ 1 クラウドサイトをアップグレードします。

各クラウドサイトでは、次のサイトのアップグレードに進む前に、クラウド APICをアップグレードして
からCSRをアップグレードする必要があります。サイトが正常にアップグレードされたら、同じ手順を繰
り返して追加のサイトをアップグレードできます。

a) サイトのクラウド APICをアップグレードします。

通常、クラウド APICをアップグレードするには、『Cisco Cloud APIC for Azure Installation Guide』ま
たは『Cisco Cloud APIC for AWS Installation Guide』の「Performing a System Upgrade、Downgrade or
Recovery」の章を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/aci/cloud-apic/5x/installation/
azure/cisco-cloud-apic-for-azure-installation-guide-52x.htmlhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/aci/
cloud-apic/5x/installation/aws/cisco-cloud-apic-for-aws-installation-guide-52x.html

クラウド APICのアップグレード後、既存のパブリック IPトンネルはそのまま残り、パブリック Ipsec
経由のサイト間接続は中断されません。

b) そのサイトの CSRをアップグレードします。

クラウド APICリリース 5.2(1)以降、以前のリリースのように CSRのアップグレードは自動的に行わ
れないため、クラウド APICのアップグレード後に手動で CSRアップグレードをトリガーする必要が
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あります。次のサイトのアップグレードに進む前に、サイトの CSRをアップグレードする必要があり
ます。

クラウド APIC CSRをアップグレードするには、『Cisco Cloud APIC for Azure Installation Guide』また
は『Cisco Cloud APIC for AWS Installation Guide』の「Performing a System Upgrade、Downgrade or
Recovery」の章を参照してください。

各サイトで CSRをアップグレードすると、次のようになります。

•各 CSRがアップグレードされると、既存の /30トンネルが再作成され、トラフィックは流れ続け

ます。

•いずれかのクラウドサイトで 5.2(1)より前のリリースのクラウド APICまたは CSRが実行されて
いる限り、NexusDashboardOrchestratorからのトンネル管理およびすべてのインフラ設定変更は無
効になります。

•最後にアップグレードしたサイトが AWSクラウドサイトである場合、そのサイトの CSRについ
てのみ以下が発生します。

•最後のクラウドサイトのトンネルエンドポイントはクラウド APICによって削除され、NDO
はエンドポイントを使用する対応するトンネルを削除します。

• NDOは、最後のクラウドサイトの CSRから発信されたトンネルを削除します。

•新しい hcloudInterCloudSiteTunnelMOが作成され、Nexus Dashboard Orchestratorのトンネル
管理が新しいトンネルにアドレス /31を割り当てます。

•このサイトの CSRと、このサイトとピアリングしている別のクラウドサイトの CSRは、/31

トンネルを確立します。

最後にアップグレードしたサイトが Azureサイトの場合、同じ /30トンネルが CSRに作成され、
上記の 4つの箇条書きは関係ありません。

移行プロセスの完了後に既存のCSRに追加したCSRまたはアンダーレイ設定の変更については、NDO
によって作成されたすべての新しいトンネルは /31トンネルになります。

CSRのアップグレードが完了して CSRが起動してから 5分以内に BGPセッションが表示さ
れない場合は、Nexus Dashboard Orchestratorの [インフラ設定（Infra Configuration）]画面で
サイトのインフラ接続を更新します。

（注）

c) クラウドサイトごとにこの手順を 1つずつ繰り返します。

ステップ 2 クラウド APICと CSRのアップグレードが完了していることを確認します。

a) 各サイトのクラウド APICで、hcloudReconcileDoneMOに reconcileState=steadyStateが表示されて

いることを確認します。

https://<cloud-apic-ip>/visore.htmlに移動してMOを確認できます。[クラス（Class）]または [DN]また
は [URL]フィールドで hcloudReconcileDoneを検索します。
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b) Nexus Dashboard Orchestratorで、サイト間の接続が損なわれていないことを確認します。

[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの構成（Infra Configuration）] > [インフラの設
定（Configure Infra）]> [接続の概要（Connectivity Overview）]の順に移動し、[上書きステータス（Overlay

Status）]タブと [アンダーレイ ステータス（Underlay Status）]タブを確認することで、ステータスを表

示できます。
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c) Nexus Dashboard Orchestratorで、以前にクラウドAPICで設定された外部サブネットプールがインポー
トされ、存在することを確認します。

[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの構成（Infra Configuration）] > [インフラの設
定（Configure Infra）] > [一般設定（General Settings）]に移動して、外部プールを表示できます。

Nexus Dashboardへの既存のクラスタの移行
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d) Nexus Dashboard Orchestratorで、パブリック IPを使用したアンダーレイ接続が既存のサイトに対して
保持されていることを確認します。

既存のサイト間接続を確認するには、 [インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定
（Infra Configuration）] > [インフラの構成（Configure Infra）]、の順に移動し、左側のサイドバーと
[アンダーレイ接続（Underlay Connectivity）]タブから特定のクラウドサイトを選択します。
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NDOインフラ設定の更新
インフラストラクチャ設定を変更するには、クラウドサイトをクラウド APICリリース 5.2(1)
にアップグレードした直後に、次の情報を提供する必要があります。

• OSPFエリア ID

• IPN設定

始める前に

完了するには次が必要です。

•新規クラスタの準備（6ページ）の説明に従って、Nexus Dashboardクラスタを展開し、
Nexus Dashboard Orchestratorサービスをインストールしました。

•新しいクラスタでの設定の復元（9ページ）の説明に従って、既存の設定のバックアッ
プを新しいクラスタに復元します。

•クラウドサイトのアップグレード（14ページ）の説明に従って、クラウドサイトをアッ
プグレードしました。

ステップ 1 新しい Nexus Dashboard Orchestratorにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のサイドバーで、[全般設定（General Settings）]を選択します。

ステップ 5 [OSPFエリア ID（OSPF Area ID）]を入力します。

これは、以前の Nexus Dashboard Orchestratorリリースでサイト間接続用にクラウド APICで以前に設定し
た、オンプレミス ISNピアリング用のクラウドサイトで使用される OSPFエリア IDです。

ステップ 6 IPNデバイス情報を追加します。

a) [IPNデバイス（IPN Devices）]タブを選択します。

b) [IPNデバイスの追加 (Add IPN Device)]をクリックします。

c) オンプレミスの IPNデバイスの[名前（Name）]と [IPアドレス（IP Address）]を入力します。

IPNデバイスの管理 IPアドレスではなく、クラウド APICの CSRからトンネルピアアドレスとして
使用されるオンプレミスサイトのデバイスの IPアドレスを指定する必要があります。

d) チェックマークアイコンをクリックして、デバイス情報を保存します。
e) 追加するその他の IPNデバイスについて、この手順を繰り返します。

ステップ 7 オンプレミスとクラウドサイト間のサイト間接続の [アンダーレイ設定（Underlay Configuration）]を更
新します。
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クラウドサイトに接続するオンプレミスサイトごとに、前の手順で追加した IPNデバイスの IPアドレス
のうち少なくとも 1つを指定する必要があります。このアドレスに、クラウド APICの CSRがトンネルを
確立します。

a) 左側のペインの [サイト (Sites)]で、オンプレミスサイトを選択します。

b) 右側 <サイト（Site）>[設定（Settings）]ペインで、[アンダーレイ設定（Underlay Configuration）]タ
ブを選択します。

c) +Add IPNデバイス（+Add IPN Device）]をクリックして、IPNデバイスを指定します。
d) ドロップダウンから、以前に定義した IPNデバイスのいずれかを選択します。

IPNデバイスは、前の手順で説明したように、 [一般設定（General Settings）] > [IPNデバイス（IPN
Devices）]リストですでに定義されている必要があります。

ステップ 8 画面上部のドロップダウンから [展開（Deploy）]を選択して、インフラ設定を再展開します。

設定の変更とテンプレートの再展開
Nexus Dashboard Orchestratorは、以前は APICで直接管理する必要があったオブジェクトプロ
パティの管理のサポートを追加するたびに、それらのプロパティを NDOスキーマ内の既存の
オブジェクトのデフォルト値に設定しますが、サイトにはプッシュしません。リリース 3.3(1)
より前のMulti-Site Orchestratorリリースからリリース 3.3(1)以降に移行する場合は、このセク
ションで説明するように、設定のずれを解決し、テンプレートを再展開する必要があります。

この時点でテンプレートを展開すると、デフォルト値がプッシュされ、ファブリック内のこれ

らのプロパティの既存の値が上書きされます。

（注）

また、リリース 3.3(1)以降に最初に移行する場合は、データベース内の情報を再構築するため
に必要なすべてのテンプレートを強制的に再展開するために、すべてのテンプレートが明示的

に設定の変更を示します。この場合、コントローラレベルでプロパティが変更された可能性が

あるすべてのオブジェクトをインポートしてから、テンプレートを再展開することをお勧めし

ます。

始める前に

完了するには次が必要です。

•新規クラスタの準備（6ページ）の説明に従って、Nexus Dashboardクラスタを展開し、
Nexus Dashboard Orchestratorサービスをインストールしました。

•新しいクラスタでの設定の復元（9ページ）の説明に従って、既存の設定のバックアッ
プを新しいクラスタに復元します。

•クラウドサイトのアップグレード（14ページ）の説明に従って、クラウドサイトをアッ
プグレードしました。
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• NDOインフラ設定の更新（19ページ）の説明に従って、クラウドサイトの Nexus
Dashboard Orchestrator Infra設定を更新しました。

ステップ 1 Nexus Dashboard Orchestratorで、[アプリケーション管理（Application Management）] > [スキーマ
（Schemas）]に移動します。

ステップ 2 コントローラレベルで変更された可能性があるオブジェクトをインポートします。

a) スキーマを選択します。
b) テンプレートを選択します。
c) [インポート（Import）]をクリックしてオブジェクトをインポートするサイトから選択します。

d) インポート元<site>ウィンドウで、オブジェクトを選択し、[インポート（Import）]をクリックします。
e) スキーマ内のすべてのテンプレートに対してこの手順を繰り返します。

ステップ 3 [スキーマ（Schema）]ビューで、展開ステータスが設定の変動を示しているかどうかを確認します。

ステップ 4 [展開（Deploy）]をクリックして設定比較画面を表示し、どのオブジェクトに設定の変動が含まれている
かを確認します。

設定の差分画面には、最後の展開以降に変更されたオブジェクトが表示されます。Config Driftを示すオ

ブジェクトをメモします。
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21

Nexus Dashboardへの既存のクラスタの移行

設定の変更とテンプレートの再展開



ステップ 5 設定の変動が実際の場合は、競合を解決します。

a) 展開プロセスをキャンセルして、スキーマビューに戻ります。
b) サイトローカルのプロパティをNDOに同期するために、設定の変更を含むすべてのオブジェクトを再
インポートします。

c) テンプレートを再展開します。

新しく管理されたオブジェクトのプロパティに起因するすべての設定のずれを解決したら、スキーマ

を再展開して、NDOとファブリック間で展開ステータスを同期します。

ステップ 6 比較に変更が表示されない場合は、テンプレートを再展開します。

ステップ 7 Nexus Dashboard Orchestratorのすべてのスキーマに対して上記の手順を繰り返します。
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